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ゲノムとはある生物の遺伝情報全て、つ

まり生命の「設計図」で、その実態は

DNAと呼ばれる化学物質であることが知

られています。DNAは、4種類の塩基

（A(アデニン)、G(グアニン)、T(チミン)、

C(シトシン)）が鎖状につながった高分子

で、この塩基の並び（配列）によって生命

の営みが決められています（図１）。ヒトの

DNAは、約30億個もの塩基で成り立って

いますが、それらは23本の染色体（22本

の常染色体と性染色体）と呼ばれる鎖に

まとまっています。近年、その塩基配列の

ほとんどが明らかになってきました。私た

ちは、コンピューターを使って、塩基配列

に書き込まれた生物学的な情報を理解

しようと、日夜、研究に励んでいます。

今回は、ヒトの22番目の染色体の塩基

配列中に現われる周期的なパターンを

見つけ出す研究についてお話しします。

見つかったパターンは、遺伝子のオン・オ

フや染色体の構造を保つために必要不

可欠なパターンであると考えられます。ど

んなやり方でパターンを見つけるのか、ぜ

ひポスターを見て質問して下さい。

ヒトゲノムのＤＮＡ配列から
パターンを見つける
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ゲノムとは生命活動を維持させていくた

めに必要な全情報のことです。

ゲノムの本体はDNAという４種類の化学

物質の配列で約30億個の文字から成っ

ています。ヒトゲノム解析計画はヒトの全

DNA配列（30億文字）を読み取り、その

働きを明らかにしようという壮大な計画

で、国際的な協力により進められていま

す。DNAに記録された３０億文字の解明

の次なる目標は、解読されたDNAの配

列の中から遺伝子を見つけ出し、その遺

伝子がどんな働きをしているのかを解明

することです。細胞は遺伝子の全セット

のなかから、まわりの状況に応じて必要

な一部分だけをはたらかせて、実際の仕

事をするタンパク質を作りますが（図１）、

ひとつの遺伝子から数種類のタンパク

質が生まれる場合もあります（選択的ス

プライシング）。このようなゲノム上の遺

伝子の位置や機能に関する情報を大型

計算機を用いて解析した結果をインター

ネットで閲覧できるゲノム地図データベー

スを紹介します（図２）。
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ゲノムは遺伝子で細胞に語りかけている
遺伝子発現とその解析
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あらゆる細胞は辞書であるゲノムDNAを１

つ核に持っており、そこから“遺伝子DNA”

に相当する部分をRNAに写し取り、この

RNAを読み取って蛋白質に変える仕組を

もっています。形をつくったり反応を触媒

したりできるのはこの蛋白質です。

全ての細胞はこのようにゲノム上の３万

の遺伝子から３万種類の蛋白質を作り

出すことが出来ます。３万種類の蛋白質

はいつでもどこでも同じ量作られるのでは

なく、細胞の種類、環境によってそれぞれ

に異なった量が作られます。これを遺伝

子の“発現”調節といいます。これは丁

度おおよそ１０万の単語のうちでひとそれ

ぞれ毎日違う組み合わせの単語を使っ

て会話をしているようなものです。また特

別の職業の人には特別の専門用語が

あるように遺伝子【蛋白質】にも特別の

働きをしている細胞だけが使う専門用語

のような遺伝子と日常会話に使われる

単語のようにどのようなどの細胞でも使

われる遺伝子があります。遺伝子発現解

析とはこのような様々な細胞や状況下で

の遺伝子DNAの読み取られ方（RNAの

量）を測ることでそこから作られる蛋白質

の機能を推定する研究です。いわば言

葉の使われ方による意味の推定のよう

な研究です。
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ゲノムは語る「人間への道」
－ヒトと他の霊長類を遺伝子で比較する－
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地球上には、すべての大陸に現在６０億

人以上が生息しています。この事実だけ

でも、私たちヒトが他の生物と比べてい

かにユニークであることかがわかると思い

ます。このような人間の特異性を規定し

ている遺伝子の変化を発見するには、ヒ

トともっとも系統的に近い「類人猿」をヒ

トと比べてみる必要があります。図１は、

ヒトと類人猿を中心とする霊長類の系統

関係を示したものです。このように系統

的にはヒトに近いのですが、チンパンジー

やゴリラには、ヒトと異なる点が多数存在

します。

私たちのグループは、ゲノムから見た人間

の進化を研究しています。これまでに、Ａ

ＢＯ式血液型遺伝子、Ｒｈ式血液型遺伝

子、免疫グロブリンＡ遺伝子、ミトコンドリ

アＤＮＡ、ＨｏｘＡ遺伝子クラスターなどに

ついて、類人猿（チンパンジー、ゴリラ、オ

ランウータン、テナガザル）についてヒト

の遺伝子と比較してきました。また類人

猿ゲノムの研究を進めるために、チンパ

ンジーとゴリラのゲノムライブラリーを作

成しました。このポスターではこれらの研

究内容をご紹介します。
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（図1）ヒト上科の系統関係

（図2）類人猿ゲノム計画Silverのwebsite

（図１）ＤＮＡ塩基配列
（細胞→核→染色体→クロマチン
→二重鎖ＤＮＡ→ＡＧＣＴ）

（図２）６塩基（AAAAAA, AAAAAC, AAAAAG,
AAAAAT, AAAACA... TTTTTT）が２２番染色体の
どこに現われるかをクラスタリング（まとめた）ものの
一部


